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■ ア行
アイドリングストップ 信号待ち、荷物の上げ下ろし、短時間の買い物などの駐停車の時に、自動

車のエンジンを停止させること。信号での停止時に、ギアをニュートラル位置に

切り替えるなどメインスイッチを切らなくてもエンジンを停止できる装置も開発さ

れ、大都市の路線バスを中心に普及が進みつつある。

インフラ infrastructure インフラストラクチャーの略語。国民福祉の向上と国民経済の

発展に必要な公共施設を指す。

エコドライブ 省エネルギー、二酸化炭素や大気汚染物質の排出を削減する運転のこと。

屋上緑化 建築物等によって自然の地盤から離された構造物の表層に人工の地盤を

つくり、そこに植物を植えて緑化することをいう。通常、軽量骨材によって排水

層を設け、その上に土壌を盛って植栽します。大気の浄化、ヒートアイランド現

象の緩和、冬季の暖房費や夏季の冷房費の削減等の効果がある。

温室効果ガス 太陽エネルギーによって暖められた地表面から輻射される赤外線の一部を

吸収し、再び放射することで、地表面の温度及び気温を保つ効果を持つ気体

のことをいう。京都議定書では、二酸化炭素(CO2)、メタン（CH4）、一酸化二窒

素(N2O）、ハイドロフルオロカーボン類(HFCs)、パーフルオロカーボン類

(PFCs)、六ふっ化硫黄(SF6)の 6 種類を対象としている。

■ カ行
カスケード利用 エネルギーや資源を使いきりにするのではなく、使用後に性質が変わったエネ

ルギーや資源も別の用途に使用し、その後も更に別の用途に使用する、という風

に多段階（カスケード）に活用すること。

吸収源対策 二酸化炭素などの温室効果ガスを吸収する森林について、植林・再植林・森林

減少といった活動による温暖化対策のこと。

（炭素）クレジット 取引可能な温室効果ガスの排出削減量証明。「排出枠」、または単に「クレジッ

ト」ということもある。

キャップ＆トレード 温室効果ガスの総排出量（総排出枠）を定め、それを個々の主体に排出枠とし

て配分し、個々の主体間の排出枠の一部の移転（または獲得）を認めるしくみの

こと。

コジェネレーション 燃料の熱エネルギーを使ってエンジン式発電機を運転し、発電させると同時

に、エンジンからの排熱を利用して温水を作るなど、熱の有効利用をする方法。

■ サ行
省エネルギー診断 省エネルギー診断は、事業所内のエネルギー消費量（電気、ガス、重油な

ど）の実態等を把握し、省エネルギーに関する現状と問題点を把握する。その

上で、機器の運用面での対策や機器の更新等による対策等の改善策を調査

結果として示す。

スマートメーター 通信回線と連携した電力メータ。電気消費量を外部から把握することがで

き、将来は家電の制御等に利用されることも期待されている。

■ タ行
太陽光発電 自然エネルギーを利用した発電方式のうち、太陽光を利用した発電方式。光

を電気信号に変換する光電素子を利用し、太陽光が当たったとき発生する電

力をエネルギー源として使用できるようにしたもの。現在実用化されているもの

では、照射された太陽エネルギーの 15％を利用することができる。太陽光発電

は、太陽エネルギーを電力に変換するため、汎用性が高く、また、太陽光さえ

得られればどこでも発電できるというメリットがある。
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■ ナ行
熱帯夜 夜間の最低気温が 25 度以上のこと。

熱中症 高温環境下で、体内の水分や塩分（ナトリウムなど）のバランスが崩れたり、

体内の調整機能が破綻するなどして、発症する障害の総称。

燃料電池 水素と酸素の化学的な結合反応によって生じるエネルギーにより電力を発

生させる装置のこと。この反応により生じる物質は水（水蒸気）だけであり、クリ

ーンで、高い発電効率であるため、地球温暖化問題の解決策として期待されて

いる。現在では、燃料電池自動車、家庭用の燃料電池開発など商品化に向け

て各企業が努力をしている。

■ ハ行
バイオマス 本来は、生物(bio)の量（mass）を意味するが、今日では再生可能な、生物由

来の有機性エネルギーや資源（化石燃料は除く）のことを表す。バイオマスの

種類としては、木材、海草、生ゴミ、紙、動物の死骸・糞尿、プランクトンなどの

有機物があり、化石燃料に代わるエネルギー源として期待されている。2009 年

には、バイオマスの活用の推進に関する施策について基本となる事項を定め

たバイオマス活用推進基本法が施行されている。

バイナリ発電

ヒートアイランド 都市部において、高密度にエネルギーが消費され、また、地面の大部分が

コンクリートやアスファルトで覆われているために水分の蒸発による気温の低

下が妨げられて、郊外部よりも気温が高くなっている現象。

風力発電 風力で風車を回し、その回転運動を発電機に伝えて電気を起こすシステム。

壁面緑化 屋上緑化に対して、建物の外壁を緑化することを壁面緑化という。壁面緑化

には、壁面温度の低減、夜間における壁面からの放熱の抑制などの効果があ

り、ヒートアイランド現象を抑制する効果があります。垂直面等に行うため、つ

る性植物が適している。

■ マ行
マイバッグ運動 買い物にマイバッグを持参し、レジ袋を辞退する取り組み。

■ ラ行
リデュース ごみを出さないこと。「ごみの発生抑制」ともいわれる。生産工程で出るごみ

を減らしたり、使用済み製品の発生量を減らすことを指す。

リユース 一度使用して不要になったものをそのままの形でもう一度使うこと。原語の

発音より「リユーズ］と濁って表記されたり、直訳して「再使用」と言われることも

ある。
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■ アルファベット

ＢＤＦ Bio Diesel Fuelの略語。植物油由来の軽油代替燃料のこと。CO2 を吸収して

成長する植物は、燃焼の際に吸収した量を放出するのみであり、大気中の

CO2 の総量は変わらない。

ＢＥＭＳ Building and Energy Management System（ビル･エネルギー管理システム）の

略。業務用ビルなどにおいて、室内環境・エネルギー使用状況を把握し、か

つ、室内環境に応じた機器又は設備などの運転管理によってエネルギー消費

量の削減を図るためのシステム。

ＣＡＳＢＥＥ 建築物の環境性能で評価し格付けする手法。省エネや省資源・リサイクル

性能といった環境負荷削減の側面はもとより、室内の快適性や景観への配慮

といった環境品質・性能の向上といった側面も含めた、建築物の環境性能を総

合的に評価するシステムである。

ＥＡ２１ 中小事業者、学校、公共機関などの環境への取り組みを促進するとともに、

その取り組みを効果的・効率的に実施するため、国際標準化機構の ISO14001

規格をベースとしつつ、取り組みやすい環境経営システムのあり方をガイドライ

ンとして規定している。環境省が定めた認証・登録制度。

ＥＳＣＯ事業 Energy Service COmpanyの略。工場やビルの省エネルギーに関する包括的

なサービスを提供し、快適性を損なうことなく省エネルギーを実現し、さらには

その結果得られる省エネルギー効果を保証する事業のこと。

ＩＳＯ International Organizatio for Standardization の略語。組織では、国際規格

の調整や制定を行っており、マネジメントシステムもその一つ。環境分野のマネ

ジメントシステムの国際規格が「ＩＳＯ１４００１」である。

ＬＥＤ LED(Light Emitting Diode：発光ダイオード)のこと。電気を流すと発光する半

導体の一種。1996 年に白色 LED が開発されたことにより一般照明用としての

開発が進められており、長寿命化と低消費電力化が年々進んでいる。


